
同 窓 会 だ よ り

歯学部同窓会の活動について

新潟大学歯学部同窓会 会長 多和田 孝 雄

会長に就任して３期目も

後半の年度に入りました。

役員に支えられて、会員重

視の同窓会運営をこれまで

心がけて参りました。以来、

既存事業の充実と新規事業

の開拓を続ける中、部署の

統合や新設を始めこれに付帯する規則や規約の策

定、更に会則の大幅改正にまで踏み込み歯学部同

窓会は強力な組織になって参りました。情熱のあ

る有能な役員のお陰であり、常々感謝していると

ころであります。

本年新潟大学は創立60周年を迎え、10月18日

(土)にはANAクラウンプラザホテル新潟（旧ホ

テル新潟）において記念式典、講演会、祝賀会が

開催されます。同イベントは午後の開催ですが、

同日の午前には各学部主催によるホームカミング

デーが企画されます。歯学部においては学部と同

窓会の共催の形式をとることにしており、歯学祭

も同日開催で我々と歩調を揃えることになってお

ります。

本年６月13日(土)、初めての同窓会クラス代議

員会議が歯学部大会議室で開催されました。代理

出席を含めてほぼ全クラスの代表者が一堂に会

し、60周年記念事業への協力や会員を重視した同

窓会運営への貴重なご意見をいただきました。今

後の同窓会事業に反映したいと考えております。

歯学部同窓会は昨年度から新潟大学、今年度か

ら明倫短期大学の受験生増への支援を開始しまし

た。取り組みとしては、全国の会員診療所の待合

室に両校の学生募集パンフレットを掲示するとい

うものです。送料等の経費について新潟大学分は

無償としております。この仕組み作りは福島正義

副会長に尽力いただきました。

本年度の同窓会総会におきまして女性会員の為

のワークライフバランスやワークシェアリングを

念頭においた女性会員支援部及び女性会員支援理

事の新設が承認されました。この10年歯学科の卒

業生の半数は女性です。口腔生命福祉学科におい

てはさらに女性の比率は増します。女性会員が就

業するに当り、出産、育児等女性特有の問題が存

在することは女性でなくとも容易に推測できま

す。同窓会としては今後も増加するであろう女性

会員の就業、更には女性会員同士のコミュニケー

ションの場として役立つよう組織や連絡網を駆使

した仕組みを作りたいと考えております。女性会

員支援理事には田中みか子先生、岡田朋子先生、

丸山薫先生、石澤尚子さん、市川加奈さん、石山

友香里さん、安斎さや香さんが就任しました。

2008年度第２回歯学部教授会
同窓会定期協議会

渉外担当理事 飯 田 明 彦

Ⅰ．日 時 2009年２月５日(木)19時～21時20分

Ⅱ．場 所 歯学部特別会議室①

Ⅲ．出席者 教授会：前田学部長、齊藤副病院長

同窓会：多和田会長、佐藤副会長、

福島副会長、鈴木副会長、

成田専務理事、飯田渉外担

当理事

Ⅳ．報告・議題

多和田会長の挨拶に引き続き、下記の内容につ

いて話し合われた。

１．学部から

歯学部の近況について、前田学部長から詳細な

資料に基づいた説明があった。
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１）人事について

学部長>

前田健康教授再任（H21.４.１～H23.３.31）

教授関係>

配置換え 山田好秋教授

（副学長専任 H20.９.１付）

選考中 口腔生理学分野担当教授および歯科総

合診療部担当教授 H21.４.１付発令予定

任期満了 里方一郎教授（H21.３.31付）

准教授関係>

依田浩子 硬組織形態学分野

泉 健次 口腔解剖学分野

特任准教授>

井上佳世子：大学院GP

特任助教>

本田朋之（日歯新潟出身、新潟大院修了）、原田

史子（鹿児島大出身、新潟大院修了）：大学院

GP

鈴木晶子、奥井隆文：歯学連携

その他>

・H20年度定員削減・流動化定員拠出３名

・病院講師定員下位流用振り替え

２）予算について

ⅰ）平成21年度概算要求事項の内示について

・ファントームシミュレーション実習システム

（新規）

・大学間連携研究経費（新規：H20年度特殊要

因経費から、向こう４年間）

・口腔生命福祉学科３年次編入学定員 △４＝

修士課程設置に伴う

ⅱ）H20年度科学研究費補助金

歯学系（病院歯科系含む）で約１億７千万

円（直接経費のみ）

ⅲ）設備・装置等

・学生アメニティスペースの整備（３・４階）

・４階保存実習デモ室視聴覚設備一式（学長裁

量経費）

・４階・５階実習室個別空調設備一式

・Ｃ棟トイレ改修一式（３階～７階）

・遺伝子解析システム一式（大学間連携研究経

費）

・全自動免疫染色システム一式（学長裁量経費）

・HD 配信システム（大学院GP）

・バーチャルスライドシステム（大学院GP）

・マイクロCT 装置

３）GP について

・大学院教育改革支援プログラム（大学院

GP）「プロジェクト所属による大学院教育の

実質化」（H20～22年度）

・大学教育支援プログラム（特色GP）（H20年

度終了）

４）大型改修について

早ければH22年度から開始される。それに

向けWG が設置された。各分野が25％の居住

面積を拠出し共通スペースとなる。同窓会室

については改修中の移動が必要。その後のあ

りかたについては今後の検討課題。

５） その他

・歯学教育の改善・充実に関する調査協力者会

議第１次報告書

入学定員の適正化

臨床実習の充実化

２．病院から

最近の病院の動きについて齊藤副病院長から説

明があった。

１）研修医について

65名の募集に対し61名がマッチした。本学

出身者が39名と例年より多数を占める。

２）外来棟の移転について

現在診療ユニットは190台が稼動している
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が、移転の際には140台程度に減少する予定。

コンピューター管理等を行い有効利用する予

定。

３．同窓会から

１）新潟大学創立60周年記念事業への歯学部と

同窓会の連携について話し合われた。

上記以外、時事問題などについても活発な意見

交換がなされ、今後とも同窓会と大学側が協力体

制をとっていくことが確認された。

平成21年度新潟大学歯学部
同窓会・総会の報告

副会長 福 島 正 義

平成21年度歯学部同窓会総会は平成21年４月18

日(土)に歯学部で開催された。総会に先立ち恒例

の学術講演会が講堂で行われた。今年度は新潟大

学創立60周年事業の一環として口腔生命福祉学科

担当および新潟大学超域研究機構「歯周―全身プ

ロジェクト」の山崎和久教授をお迎えして「歯周

疾患と冠動脈心疾患の関連―因果か相関か―」と

題した講演が行われた。例年以上に多くの参加者

があり、歯周病と全身疾患との因果関係に対する

関心の高さがうかがわれた。

講演会に続いて総会が大会議室へ会場を移して

開催された。開会の冒頭に昨年度の６名の物故会

員に対する黙禱が行われた。引き続き多和田会長

の挨拶があり以下のような内容の方針が述べられ

た。１）新潟大学創立60周年記念事業の１つであ

るホームカミングへの協力、２）女性会員支援部

の立ち上げ、３）歯学部大型改修に伴う同窓会室

の一時的な外部移転、４）財務基盤の強化である。

議題では各部会の平成20年度活動報告が成田専務

理事より一括報告され、平成20年度一般会計およ

び特別会計の決算が満場一致で承認された。引き

続き、平成21年度活動計画案と予算案が審議され、

満場一致で承認された。さらに協議題として新潟

大学創立60周年記念事業のホームカミングデーの

開催について担当の野村副会長より説明があり、

歯学部と協議しながら準備を進めることになっ

た。佐藤副会長が中心となって数年をかけて慎重

審議されてきた同窓会会則改正案、天災等被災に

関する見舞規約と同窓会費を財源とする見舞事業

内規改正案および学生に関する表彰制度規程と同

内規案が承認された。また、多和田会長から女性

会員の就業支援を行うために女性会員支援部の創

設と３名の担当女性理事の選任の提案があり、満

場一致で承認された。さらにまた、長期勤続教員

への退職祝金贈呈について提案があり、賛同が得

られた。その他に歯科医師国家試験対策の支援を

歯学部後援会と共同して行っていくことが確認さ

れた。役員人事では鈴木政弘総務理事が副会長に

就任し、広報および会計理事の一部交代が行われ

た。

総会後、割烹「まつや」で学術講演会講師の山

崎教授を囲んで懇親会が行われた。周知の通り、

山崎教授は1980年以来、本学に在職されているた

め、懇親会参加者のほとんどと顔見知りであるこ

とから時間を忘れて昔話に話が弾んだ。

平成21年度歯学部同窓会
総会学術講演会
「歯周疾患と冠動脈心疾患の関連―因果か

相関かー」を拝聴して

14期生 有 松 美紀子

４月18日に同窓会総会と新潟大学超越研究機構

歯周―全身プロジェクトのリーダーの山崎和久教

授の学術講演会が開催されました。

歯周疾患は、毎日の診療において悩み多き疾患

です。現在では全身疾患をお持ちの高齢者の患者

様が多く、医学の知識や医科との連携が必要であ

り、スケーリングでさえも抜歯と同等に一時的な

菌血症にも気をつけなければなりません。当院で

もSRP 後、心筋梗塞を起こされた患者様もおい

ででしたの早くお聞きしたいと思っておりまし

た。

毎年、同窓会の総会は、講演会はもとより同窓
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の先生方にお会いできることを楽しみにして参り

ますが、今年は同級生の佐藤圭一先生の隣で拝聴

致しました。学術的な高尚なお話は彼に任せて私

は、娘の幼馴染のきょうこちゃんパパのお話とし

て感想を書かせて頂きます。

まず、講演の結論は、歯周疾患と冠動脈心疾患

は因果関係ありということで、我々開業医も益々

ペリオデンタルメディスンの勉強が必要であり、

その研究に大いに期待したいところです。CAD

の病因論が脂質中心から炎症中心にパラダイムシ

フトされたとのこと、歯周病が有意にCAD のリ

スクになっているとのことでした。

この事実は、毎日の臨床において患者様が自分

の歯周病の病態を知り、生活習慣を改善し、治療

に協力して頂くための大きなモチベーションにな

ります。歯周病の進行を抑えることができれば、

CAD や糖尿病等の病気を軽減させ、患者様の

QOLを向上させ、大きく言えば医療費を減少さ

せることができるでしょう。

山崎先生はオーストラリアに留学され研究をさ

れたそうですがHSP（Heat  Shock Pro-

tein）を解明するのに14年もかかられたとか。

ユーモアたっぷりに研究の苦労話もして下さり、

頭が下がる思いでした。

幼稚園・学校の行事や塾のお迎え等でお見かけ

した山崎先生は、いつもにこやかで優しいパパぶ

りを発揮されておられましたがそのままの講演で

した。

以前、奥様から留学時に幼いお嬢様方にご購入

された乳歯箱を見せて頂いたことがあります。日

本では、脱落した乳歯は屋根の上や床下に捨てる

習慣がありますが、外国では乳歯箱に保存してお

くそうです。奥様から見せて頂いた歯の妖精のつ

いた陶器は、拙著「歯の女神テインクル」執筆に

あたり大変参考になりました。

脱落した乳歯は乳歯箱に大切にしまうことがで

きますが、永久歯は喪失したら悲しいことになり

ます。山崎先生の研究が進み、歯周病で永久歯を

喪失する人が減少することを心から望みます。臨

床家にとって難しい話よりも明日の臨床に直接に

役に立つ事をとお話してくださったことも先生ら

しいお心使いと思いました。

新潟大学創立60周年記念にふさわしい素晴らし

いお話をありがとうございました。

平成21年度歯学部同窓会
総会学術講演会
「歯周疾患と冠動脈心疾患の関連－因果か

相関か－」を聴いて

14期生 佐 藤 圭 一

土曜の午後、久しぶりに母校の講堂に行き同窓

会の学術講演会に出席した。

講師の山崎和久教授は医局の先輩であり、先生

が若い頃に夜遅くまで研究室で仕事をする姿を間

近にみていたが、その研究が20年の時を経てよう

やく一つの形になってきたとのお話は大学で研究

を続けておられる多くの先生方の姿として心に強

く残るものがあった。歯周病の病巣に集まる多く

免疫細胞の研究を続け、そこに存在する多数の歯

周病原因菌が持つ抗原全てに対しては免疫細胞が

反応していない、そこから細菌に共通する抗原が

免疫応答に重要な役割を果たしていることが疑わ

れ、その原因としてHSP（Heat Shock Pro-

tein）60に着目されとのこと。さらにそのHSP60

が動脈硬化症、特に冠動脈疾患の引き金となる重

要な役割を果たしているのではないかというとこ

ろまでたどり着く過程は、長年の地道な研究の結

実過程としてたいへん聞き応えがあった。

歯周病と全身疾患との関連のメカニズムとして

は、①歯周病原細菌や細菌産生物の直接作用、②

細菌の感染により歯周炎の局所で産生された炎症

物質による作用、③歯周病原細菌に対する免疫応

答の交叉反応性、などがあり、歯周病が心疾患を

はじめとする全身疾患の深くかかわっていること

は疑いの無いことで、今はそのメカニズムについ

て山崎教授をはじめ多くの研究者が研究している

がいまだ結論は出ていないとのことだ。臨床像と

実験室での病態との違いの問題や（臨床像は個人
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個人で大きく異なるという問題）、実験動物（ネズ

ミ）の遺伝子型がそろっていることによる実験の

しやすさとその反面実際の生体での反応と違いが

生じているという問題は研究室と診療室での病態

の違うという問題を凝縮しているのだろう。我々

臨床医が対象とする患者様は一人一人違い、歯周

病の病態も一人一人違いがある。実験室ではでき

るだけ均一の条件で実験を行い歯周病の病態の解

明をする。実験結果を受けそれを目の前にいる患

者様に応用するのは我々臨床医であろう。大学の

先生方が続ける研究室での日々の研究成果を目の

前の患者様に応用できるかは我々臨床医の側の課

題であろうか。常に最先端の研究成果にアンテナ

を張っている必要性を強く感じた誠に充実した半

日であった。

歯科医師国家試験合格体験談を
聞く会

後援会会長 14期生 有 松 美紀子

平成20年、平成21年に上記会を歯学部講堂にて

開催致しました。歯科医師国家試験は歯科医師の

需給問題から年々難易度を増しており平成20年

度・第102回の全体の合格率は、70％を切っており、

資格試験ではなく選抜試験になっています。今後

もこの傾向は続くと予想され、歯学部を卒業しても

歯科医師になれない人があふれることになります。

本学は、基礎学習のみならず臨床実習にも重点

が置かれ、非常にバランスの良い教育がなされて

いますが、その半面、他大学に比べると国試に対

する情報量が少なく、また、国試勉強に取り組み

始める時期が遅い傾向があります。臨床実習は10

月までありますので、その後から本格的に取り組

むことになり、２月初めの試験日まで予断の許さ

ない状況になります。研修医制度が始まり、希望

する施設の見学、受検、場合によっては協力型施

設への見学も６年生の春休みから12月の間にこな

さなくてはなりません。25年前に受験した私の時

代では考えられないほど厳しくなっています。

しかし、本学は現役生は合格率88％という全国

でもトップクラスの成績をおさめており、毎年優

秀な歯科医師を輩出しております。

では、合格者はどのような勉強のやり方をして

いるのでしょうか。同じ情報を同時に同所で共有

し、全員合格を達成するために、６年生をメイン

に４年生、５年生にも声をかけ、希望者は一堂に

会し、本学に残っている研修医さんたちに発表し

て頂きました。本学卒のみならず他大学卒の研修

医さんたちにも事前にアンケートに答えて頂き、

その結果もまとめました。

昨年は、細川由香先生、高橋希先生に「受験勉

強の取り組み方」「模試の結果」など、今年は、４

月23日18時～19時、２階講堂にて、渡辺平馬先生、

近藤由記先生、斎藤浩太郎先生に「マッチングに

ついて」、「受験勉強の仕方」などをパワーポイン

トを使用し具体的にお話して頂き、本学の協力型

施設で研修中の野澤恩美先生は合格体験談を寄稿

してくださり、各発表内容は６年生の国試対策委

員が大学パソコンでいつでも見られるように管理
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してくれています。当日は、発表後に国試の件だ

けでなく就職や開業等についても学生さんから活

発に質問がなされ発表者だけでなく後援会、同窓

会役員も回答に努めました。

また、研修医さんたちは、後輩のために上記会

の改善案等も提案して下さり、今後は学生主体、

後援会、同窓会は支援という形で進行することに

なりました。

このような会を開催することを許可してくだ

さった大学側、小野教授、石崎先生、準備段階か

らご協力頂きました同窓会会長の多和田先生、そ

して相棒の後援会副会長であり14期同級生の佐藤

圭一先生には心から感謝しております。来年度は、

更に有意義な会が継続されることを願っておりま

す。

最後に、斎藤浩太郎先生の言葉で締めくくりた

いと思います。６年生たちへのメッセージです。

「僕たちが達成できなかった合格率100％を是非

達成させてください」……後援会、同窓会会員の

総意です。

新潟大学創立60周年記念事業への
歯学部同窓会の取り組み

副会長 野 村 修 一

ホームカミングデー担当

新潟大学は今年の５月に、昭和24年の新制国立

大学設置から60年を迎えました。

このメモリアルイヤーの記念事業として、10月

18日(日)を中心として様々な企画行事が開催され

ます。

10月18日(日)

午前 同窓生が母校を訪れる「ホームカミング

デー」

午後 記 念 式 典：14：30～15：20

記念講演会：15：30～16：30

講師

益川敏英・京都産業大学教授・京大名

誉教授 2008年ノーベル物理学賞受賞

演題

「科学と自由―私の研究生活からー」

祝賀会(懇親会）：17：00～19：00

午後の会場はANAクラウンプラザホ

テル新潟

歯学部と歯学部同窓会は、「ホームカミング

デー」の企画として、以下を開催します。

１．あの時君は若かった：歯学部今昔物語

会場：新潟大学医歯学総合病院

歯科外来棟待合室

日時：平成21年10月18日(日)10：00～12：00

内容：写真パネルの展示

歯学部の創立から現在に至る写真

大学キャンパス（五十嵐、旭町）の今と

懐かしの新潟市内

同窓会支部活動やクラス会の写真 など

２．歯学祭の同時開催

平成21年10月17日(土）、18日(日)に恒例の歯

学祭が行われます。

講演会、歯科相談、茶会、模擬店など例年以

上の盛り上がりが期待されます。

同窓生には思い出の診療室も見学できます。

３．今も若いよ 気持ちはね：今年のクラス会は

新潟でやろうぜ

会場：クラス幹事さん一任（新潟市近郊でお願

いします）

日時：平成21年10月17日(土)または18日(日)

多くの卒業期、特に卒業して区切りの年とな

る、９期生（卒後30周年）、14期生（卒後25周年）、

19期生（卒後20周年）、29期生（卒後10周年）の

皆様は記念クラス会開催と「ホームカミング

デー」への参加をお願いします。

歯学部同窓会では60周年記念事業とホームカミ

ングデーに関する上記の案内を、今年の３月（第

１報）と６月（第２報）に会員に配送しました。

また、６月13日(土)に開催されたクラス代議員会

議の場においても、クラス会の開催とホームカミ

ングデーへの参加を要請しました。６、７、11、
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14、23の各期はホームカミングデーに合わせて新

潟でクラス会を行う予定であり、検討中の卒業期

もあるとの情報が入っています。クラス会の期日

や場所を変更して下さった卒業期もあり、ご協力

を感謝致します。

最後に、ホームカミングデーに引き続き、午後

の記念事業（式典、講演会、祝賀会）に参加する

手続きを案内します（７月31日までの情報）。ホー

ムカミングデー会場からANAクラウンプラザ

ホテル新潟までは、送迎バスが運行されます。新

潟大学同窓生は、記念式典（入場者制限の可能性

あり）、記念講演会、祝賀会に参加できます。参加

希望者は参加申込書に必要事項を記入し、記念事

業実行委員会事務局まで申し込んで下さい〔平成

21年９月10日(木)締切り〕。
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